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授賞理由 
梶原郁郎氏は、これまで教科内容学の本質的課題に鋭く切り込む研究を継続して行ってい

る。本学会誌 11 巻掲載の論文「謎解き読みによる「とんかつ」（三浦哲郎）の作品解釈」を
はじめ、研究成果を本学会誌において単著論文 8 編として発表している。まず、本学会設立
直後、教科内容学の基底をなす課題、すなわち教科内容学の教育過程論としての構想に関す
る論考 2 編を発表している。そこでは、研究者自身が学問の内容を学習・研究し，その成果
を児童生徒が学習可能となるよう反映させた教科内容を開発する課題が、事例を創出した上
で提起されている。ブルーナーが提案した教科の構造である法則－事例関係の事例開発を歴
史教育において試み、また、デューイが提起した仕事から科学への教育過程を構想する作業
を、教科内容学としての教育過程研究の在り方として提示している。さらに、これに関連して
教科内容学のもつ社会的意義についても論及している。 

この学会初期の論考 2 編以降、自ら教科内容開発の事例創出に取り組み、国語科、社会科、
理科を対象に研究を展開している。多くの事例においては授業実践まで行い、その成果を事
前事後質問の結果と授業記録に基づいて検証している。このように内容レベルで従来の教科
教育研究とは質的に異なる事例研究を提示し、しかも成果の緻密な検証を行って高い完成度
を示す論考は、本学会誌においては梶原氏のものを除いてほとんど見られず、その研究の卓
越性を示している。ここに氏の研究業績を称え、日本教科内容学会論文賞を贈呈するもので
ある。 
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